授業実践Ⅰ：道　　徳
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第２学年　道徳学習指導案
下関市立角倉小学校　教諭　藏田　博史　
１　主題名　　　こんなとき　どうする？　　　　２－（２）思いやり・親切
（資料名「だれにあげようかな？」）
２　主題設定の理由　　　　　　　　　授業前の児童の実態調査アンケート（6/3実施）【５段階の自己評価による】
	
	内　　　　　　　　　　　容
	平　均

	関心
	道徳の勉強は楽しいか
	4.4

	話す
	自分の考えを話すことは好きか
	3.3
	3.4

	
	授業中は自分の考えを進んで発表しているか
	3.2
	

	
	丁寧な言葉で話しているか
	3.8
	

	聞く
	先生や友だちの話を聞くことは好きか
	3.7
	3.8

	
	先生や友だちの話は最後まできちんと聞いているか
	4.0
	

	
	先生や友だちの話すことが分かるか
	3.8
	

	書く
	書くことは好きか
	3.4
	3.6

	
	習った漢字を使って丁寧に書いているか
	3.7
	

	
	自分の考えをきちんと書いているか
	3.8
	

	読む
	本や文を読むことは好きか
	3.9
	3.6

	
	本や文に書いてあることは、読んだらよく分かるか
	3.5
	

	
	書いてあることを、考えながら読むことができるか
	3.4
	

	応じる
	友だちと話合いをするのは楽しいか
	3.8
	3.7

	
	話合いでは進んで自分の考えを話しているか
	3.6
	

	
	話合いでは友だちの考えをきちんと聞いているか
	3.9
	

	
	話合いでは、会話の紡ぎ合いができているか
	3.6
	


《児童観》本学級の児童は男子15人、女子14人の計29人（特別支援学級からの通級児童１人を含む）である。学習に対する意欲には個人差があるが、気持ちが乗れば積極的に挙手をする児童が増える。しかし、話の聞き方については、発信者の方を向けない児童、最後まで集中して聞くことのできない児童もおり、継続して支援を行っている。友だち関係のトラブルは特にみられず、仲良く過ごすことができている。掃除や係活動も、進んで取り組む児童が多い。今回の授業実践に当たり、上のアンケートを実施した。教師の見方と児童の意識には多少の違いがみられるものの、
○児童の道徳の学習に対する関心が高い点

○「聞く・読む」といった受信者としての言語能力に比べ、「話す・書く」という発信者としての言語能力に自信がないという点

○「応じる」については、「話す・書く」と「聞く・読む」の中間的な受取り方をしている点

○自分の思いや考えを話すのは苦手でも、友だちとの話合いに楽しく取り組めているという点

以上の４点が読み取れる。

これらのことから、本学級の児童に対しては、話合い活動を基盤とし、その中で基本的な表現の技能を習得・活用していくことにより、相乗的に話す能力やその他の能力の向上が図れるのではないかと考える。
《教材観》今回の資料「だれにあげようかな？」は、低学年向けに自作した短編資料である。余分な場面設定や状況説明を省き、問題点の明確化がしやすい資料とした。また、低学年の日常生活に即した問題を提示し、児童が主体的に考えることができるようにしている。さらに、問題を解決するためには、数パターンの方法が考えられるようにし、児童相互の話合いを通して、いろいろな考え方に触れながら解決の方法を探すことで、道徳的な判断力や実践意欲を養うことができる資料とした。
《指導観》児童の実態及び資料の特性を受け、指導に当たっては、以下の点に留意して進めていきたい。
　○言語活動の充実として「応じる力」の育成を主軸とした指導の展開
今回の資料は、主発問に対して答えが1つに集約されるわけではなく、考え方によって様々な解決方法が存在する。しかし、その区別が付かずに混乱する児童も考えられる。そこで、それぞれの立場や考えを、児童に分かりやすい表現で分類して板書することにより、児童の思考の整理を図りたい。また、発信者には、話す事柄を順序立てて話すこと（話題に対する自分の思いや考えとその理由）、受信者には、大事なことを落とさないように聞くことを意識付けることにより、双方の交流を促したい。そして、相手の思いや考えを受けて、自分も表現（賛成の考え・反対の考え・質問等）していく話合いに発展するように、助言や励ましをしていきたい。また、学習プリントについても、思考を補助する構成にし、児童の理解及び表現の支援としたい。
　○伝え合う場の設定の工夫
学級内には進んで表現することが苦手な児童もいる。そこで、すぐに学級全体で話し合うのではなく、事前にペアトークを取り入れたい。１対１という最小単位での話合いをすることで、その後、学級全体の話合いになっても、より自信をもって表現ができるように仕組みたい。
　○オープンエンド型の展開による多様な思いや考えの導き出し
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今回の資料では、解決を図る上で多様な思いや考えが出てくることになる。そして、どのような解決をするのがふさわしいのか、自分の生活経験と照らし合わせて判断していく。その根底にあるのは、「４匹が今後、仲良くしていける解決方法とは」である。そこで、話合いにおいては、児童にも互いの思いや考えを尊重し思いやりをもって接していこうとする姿勢を求め、支持的な雰囲気づくりに努めたい。このようなプラスのイメージをもつことが、生活していく上で類似した問題が発生した場合にも、より良い友だち関係を築いていこうとする実践意欲につながると考える。
３　本時案

(1) 日　時　平成２０年７月４日（金）５校時（１４：０５～１４：５０）
　(2) ねらい　○　友だちとの間に発生した問題について、どのように解決していけばよいのか様々な考え方から話し合うことを通して、互いに温かい心で接し親切にしていこうとする心情を養う。【道徳】
　　　　　　　○　友だちの思いや考えを受けて自分が表現する場合は、質問、賛成、反対等の自分の立場を明らかにして話合いを紡いでいく。【言語能力（応じる力）】
　(3) 準備物　学習プリント
　(4) 学習の展開

	時
	学習活動・内容
	主な発問と予想される反応
	教師の指導･支援

	５
５
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	つかむ
みつめる
ふれる

深める

いかす
	１　紙飛行機を使って遊んだ経験を振り返り、感じたことを発表する
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２　資料「だれにあ
げようかな？」を
聞いて、問題点を
つかむ
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・教師による読聞かせ
３　自分はどうしたらよいと思うのかについて考え、学習カードに記入する

・思いや考えの明確化


６　日常生活を振り返り、考える

　　・生活内での判断力
　　・実践意欲
	・私もつくったことあるよ
・遠くまで飛ぶと嬉しいね

・いろんな折り方があるよね
・作ったのは…うさこ（主人公）
・紙飛行機は…２つ
・ウッキーは…１番に言って来た
・ガオは　　…いつもいばって強い
・ミーコは　…仲良しの友だち
《消極的な解決として》

○ウッキーにあげる

・１番にほしいと言ってきたから
・いいなあと言ってくれたから

○ガオにあげる

・怖いから
・断ると、後で意地悪されるから
○ミーコにあげる
・１番の友だちだから
・女の子同士だから

○ウッキーにはあげない
・ガオは怖いし、ミーコは友だちだ
から

・特に怖くないし友だちじゃない

○ガオにはあげない

・言い方が嫌だから

・何かあっても他の２匹がいるから

○ミーコにはあげない

・最初はウッキーとガオが言ったから

・友だちにはいつでもあげられるから
《積極的な解決として》

○だれにもあげない

・ケンカになるならあげない…

○もう１つ作ってみんなにあげる

○もう２つ作ってみんなで遊ぶ

・飛ぶかどうかは分からないけど…

○折り方を教えてみんなで作る

・みんなで仲良くできそうだから…


【解決の視点として】

・どのやり方だとみんなで仲良く遊べ
るのかな？
・そういえば、この前に生活科で～

・今日の昼休みは～だったなぁ

・今度からは～
	・教師が実際に紙飛行を折ることにより、身近な話題として資料と向き合わせたい
・イラストを提示しながらの読聞かせを行うことにより、より正確な理解を図る
・簡単な質問を通して、登場人物とそこにある問題点についての共通理解を図る
・登場人物のイラストを掲示するとともに、主人公との関係を黒板に示すことで、児童の思考の明確化への補助とする
・支持的な雰囲気づくりに努め、相手の思いや考えを大切にしながら対話をするように、必要に応じて個別に支援・指導する
・基本的には、児童の相互指名で多くの思いや考えを引き出していきたいが、偏る場合は、異なる考えの児童を教師から指名し、揺さぶりをかけたい

・望ましい伝え合いの仕方について黒板に例示し、随時、評価することで、児童の意欲の向上を図りたい

・考えの変容は認め、友だちの考えを参考に、より良い解決法を探し出そうとする姿勢をもつことを伝える
・《積極的な解決として》については、話合いの流れに応じて、教師から児童に示すかどうか判断する
・生活場面で類似した事例はないか振り返り、今後はどのように友だちと接していけば良いかを考えさせたい


　(5) 評　価
○問題の解決へ向けた話合いを通して、互いに温かい心で接し親切にしていこうという心情

がもてたかどうか、話合いの様子や学習プリントへの記述から見取る。【道徳】
○質問、賛成、反対等の自分の思いや考えを明らかにして話合いを紡いでいくことができたかどうか、話合いの様子から見取る。【言語に関する能力（応じる力）】
研究主題：各教科等における伝え合う力を高める授業づくりに関する研究


－児童の言語活動の充実を通して－


研究の仮説：各教科等での指導において、言語活動の充実を図る授業を繰り返し実践することにより、児童の伝え合う力を高めることができるであろう








【資料「だれにあげようかな？」】


うさぎの『うさこ』は、折り紙で紙飛行機を作りました。すると、とってもよく飛ぶ飛行機が２つできました!!


そこへ、さるの『ウッキー』がやって来ました。ウッキーは飛行機を見ると「いいなあ、僕にもちょうだい。」と言いました。


どうしようかと考えていると、今度は、いつもいばって力の強いライオンの『ガオ』が来ました。ガオは飛行機を見ると「おっ、それは俺にくれよ。」と言ってきました。


こまったなあと思っていると、今度は、うさこと仲良しの、ねこの『ミーコ』が来ました。ミーコは飛行機を見ると「わあ、わたしもほしいなあ。」と言いました。


「だれにあげたらいいのかな・・・。」うさこは困ってしまいました。





「うさこ」はどうしたらいいのかな？


みんなで考えて教えてあげよう!!





《言語活動の充実


として（応じる力）》


４　学習カードに記入したことを基に、隣の友だちとペアトークをする


・対話


・思いや考えの整理











５　ペアトークの結果を学級全体に紹介し、話し合う


　・考えの変容


・考えの深化


・考えの付加や修正


　・新たな考え
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